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 Ⅰ 北海道旅客鉄道株式会社 函館線 八雲駅構内  列車脱線事故 

 

 Ⅱ 日本貨物鉄道株式会社 江差線 泉沢駅～釜谷駅間 列車脱線事故 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

本報告書は、平成２６年７月２５日に公表した報告書を、 

平成２６年７月３０日に公表した正誤表により訂正したものです。 

 

 

 

 

 

平成２６年 ７ 月２５日 

 

 
         運 輸 安 全 委 員 会      

Japan Transport Safety Board 
 

http://www.mlit.go.jp/jtsb/railway/rep-acci/RA2014-7-2-260725kohyo.pdf
http://www.mlit.go.jp/jtsb/railway/rep-acci/RA2014-7-2-260730seigohyo.pdf


 

 

 

 

 

 

 本報告書の調査は、本件鉄道事故に関し、運輸安全委員会設置法に基づき、

運輸安全委員会により、鉄道事故及び事故に伴い発生した被害の原因を究明し、

事故の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行われたものであり、

事故の責任を問うために行われたものではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  運 輸 安 全 委 員 会 

                    委 員 長  後 藤 昇 弘 



 

≪参 考≫ 

 

本報告書本文中に用いる分析の結果を表す用語の取扱いについて 

 

 本報告書の本文中「３ 分 析」に用いる分析の結果を表す用語は、次のとおりと

する。 

 

  ① 断定できる場合 

    ・・・「認められる」 

 

  ② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

    ・・・「推定される」 

 

  ③ 可能性が高い場合 

    ・・・「考えられる」 

 

  ④ 可能性がある場合 

    ・・・「可能性が考えられる」 

    ・・・「可能性があると考えられる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 日本貨物鉄道株式会社 江差線  泉沢駅～釜谷駅間 
列車脱線事故 
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